
















































































































































平成30年度 郷土調査部研究発表会

『今牧久先生が
沈壽官講演記録を通して

伝えたかったこと』

資料委員会



今牧 久 先生



「ただ資料が棚に
収められているだけでは価値がない。
資料なくして歴史は語れない。」



今牧久先生

市村文庫

教育参考館



教育会館別館
にある掛け軸



下伊那教育会史70年史



今牧先生の
解説資料



西尾 實先生

牧内雅博先生 福島 豊先生

市村咸人先生



掛け軸の解説をしている今牧先生



『陶房雑話』

第33回 日本連合教育会
長崎大会 講演



信濃教育
第1142号表紙



今牧先生は、なぜ
「沈壽官 講演記録『陶房雑話』」

を取り上げたのでしょうか？



陶工 沈壽官（第14代）



鶴首花瓶





ウィーン万国博覧会の様子



『陶房雑話』



エピソード１

『失った陶工の手を取り戻す』



5グラムの誤差



『失われた陶工の手』

「なんとお前はふやけた手になってし
まったんだ。近頃は何を作っても、
やれユニークだ、ああおもしろい、と
無責任な言葉におどらされて、
自分の仕事を見つめようともせず、
おれは名工だと思いあがってきた」



同じものを200個作ってくれと言われても、
すぐにできるものでなくては、発表しては
ならん。

陶工というものは機械を否定し、
機械と同じ仕事をしなければならん。
それが陶工の手だ。



『失った陶工の手を
取り戻すことができた』

「本当に自分をみがき、
一歩一歩努力を積み上げて
いこうとする陶工がいなくなっ
たのではないか。
おれは、本来の道を歩き続ける
男を見つけたいと思って、
嫌われることを承知で
この注文を出したんだ。」



エピソード２
『自得する世界』

～陶工の世界の厳しいルール～



自得する世界を奪っている
自らつかみとる努力の世界を奪っている

口では絶対に
教えないんです

見て覚えなければ
ならないんです

口で教えたら
だめなんです

口で覚えたら
だめなんです



エピソード３
『動く中に動かざる芯あり』



「動く中に 動かざる芯あり」





「教育者にとっての
動かざる芯とは
一体何なんだ？」



「館の中味（営み）を
問い続けることをわすれてはならない」



今牧先生、ありがとうございました



ご清聴ありがとうございました



地質委員会

喬木第一小学校

桐生和樹



https://dot.asahi.com/wa/2015070800007.html

水蒸気噴火
（御嶽山）

ブルカノ式噴火
（桜島）

https://neo-blog.com/sakurajima-5350

http://karapaia.com/archives/52190429.html

プリニー式噴火
（カルゴフ火山）大

小 中



各噴火によるマグマの噴出量

引用：Newton

東京ドーム
約 杯分

東京ドーム
約 杯分

https://www.welcomekyushu.jp/tourism/fukkou/unzen.html

引用：Newton



カルデラ噴火とは

鹿児島県
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☆活火山

★約２６０万年間に活動した火山
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一回の噴火なんてわかるの？



下伊那



単射輝石
斜方輝石

１mm
カミングトン閃石

黒雲母

１mm

石英

近くの火山 近くの火山

遠くの火山



下伊那



ポイント③火山ガラスの形状

スポンジ状 繊維状

扁平型

小 中

大

1mm

D





10cmごと採取

地表面



地表面





火山灰の分析

同じ量の火山ガラス

地表面



信州大学理学部

1500万円



EDS分析の結果（代表例）
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火山ガラスの給源



火山ガラスが鹿児島から下伊那へ

下伊那



協力

地質委員会の先生
信州大学教育学部・理学部

ご指導

飯田美術博物館 坂本正夫先生



もし火山灰が飛んできたとしたら（10cm程度）
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